
【
編
集
後
記
】

今
回
は
五
編
の
投
稿
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
四
編
を
採
択
し
た
。
採
択
率
の
高
さ
に
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
れ
は
投
稿
さ
れ
た
段
階
で
十
分
で
な
い
と
判
断
し
て
も
、
な
ん
と
か
美
術
史
の
論
文
と
し
て
通
用
す
る
よ

う
、
数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
筆
者
と
検
討
を
重
ね
て
改
稿
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ
る
。
懇
切
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ

い
た
査
読
委
員
の
方
々
に
も
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

年
度
末
に
は
東
北
大
学
の
東
洋
日
本
美
術
史
、
美
学
西
洋
美
術
史
を
あ
わ
せ
、
お
よ
そ
二
十
本
前
後
の
卒
業
論

文
と
修
士
論
文
を
審
査
す
る
。
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
関
係
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
し

な
が
ら
評
価
す
る
の
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
論
点
や
議
論
の
明
瞭
性
、
文
章
構
成

や
論
証
手
順
の
正
当
性
な
ど
、
つ
ま
り
は
何
ら
か
の
事
象
を
探
究
す
る
う
え
で
の
論
理
性
の
有
無
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
特
に
卒
業
論
文
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
「
論
文
」
と
し
て
の
体
裁
を
成
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
る
の
だ
が
、
実
際
に
審
査
し
て
み
て
驚
い
た
の
は
、
す
で
に
こ
の
段
階
で
学
術
誌
に
発
表
で
き
る
と
思
え
る
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
東
北
大
学
に
赴
任
し
て
一
年
目
、
卒
業
論
文
の
審
査
と
い
う
も
の
を

初
め
て
経
験
し
た
際
に
触
れ
た
の
が
、
ま
さ
に
松
浦
靖
也
氏
の
論
考
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
気
付
か
さ
れ
た
の
は
、た
と
え
論
文
の
な
か
に
優
秀
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

当
人
が
研
究
者
の
道
に
進
ま
な
け
れ
ば
多
く
が
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
の
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

審
査
す
る
立
場
に
あ
る
「
大
学
の
先
生
」
に
は
、は
な
は
だ
危
う
い
「
落
と
し
穴
」
が
存
在
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

「
捨
て
ら
れ
た
」
論
文
を
拾
い
上
げ
て
自
分
の
も
の
に
す
る
の
も
可
能
で
あ
り
、そ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
の
「
自

分
が
指
導
し
た
結
果
の
産
物
」
と
の
言
い
訳
が
用
意
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

本
誌
に
東
北
大
学
出
身
者
の
掲
載
が
多
い
と
の
そ
し
り
は
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
る
が
、
何
よ
り
も
指
導
者
が
優

秀
な
論
文
を
捨
て
置
い
た
り
、「
鵜
飼
い
」
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
若
者
を
踏
み
台
に
す
る
よ
う
な
状
況
を
作
っ

て
は
な
ら
な
い
。
公
正
を
期
し
つ
つ
、
若
手
の
育
成
に
主
眼
を
置
く
本
誌
な
ら
び
に
編
集
責
任
者
の
意
図
を
ご
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
執
筆
者
略
歴
】

上
嶋　

悟
史
（
じ
ょ
う
し
ま
・
さ
と
し
）

一
九
九
三
年
、
岐
阜
県
高
山
市
生
ま
れ
。
二
〇
一
八
年
三
月
、
神
戸
大
学
大
学
院

博
士
課
程
前
期
課
程
（
社
会
動
態
専
攻
、
美
術
史
）
修
了
。
同
年
四
月
よ
り
後
期
課

程
に
進
学
。
二
〇
一
八
年
八
月
よ
り
二
〇
一
九
年
七
月
、
国
立
台
湾
大
学
藝
術
史
研

究
所
交
換
留
学
生
（
博
士
班
）。
二
〇
一
九
年
四
月
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
（
Ｄ
Ｃ
２
）。
二
〇
二
〇
年
一
月
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
学
芸
室
研
究
員
。

論
文
に
「
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
相
国
寺
派
の
動
向
と
円
山
応
挙
、
原
在
中
の

「
釈
迦
十
六
善
神
像
」
制
作
」（『
美
術
史
』
第
一
八
八
冊
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
な

ど
が
あ
る
。

小
口　

康
仁
（
こ
ぐ
ち
・
や
す
ひ
と
）

一
九
九
二
年
、
埼
玉
県
生
ま
れ
。
二
〇
一
八
年
三
月
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
美
術
史
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
。
現
在
、
一
橋
大
学
大
学
院
社
会

学
研
究
科
総
合
社
会
科
学
専
攻
歴
史
社
会
研
究
分
野
（
社
会
史
日
本
）
博
士
後
期
課

程
に
在
籍
。
日
本
近
世
絵
画
史
を
研
究
。
論
文
に
「「
曾
我
物
語
図
屏
風
」
の
展
開

―
富
士
巻
狩
・
夜
討
図
か
ら
富
士
巻
狩
図
へ
―
」（『
國
華
』
第
一
四
九
六
号　

國
華

社　

二
〇
二
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

松
浦　

靖
也
（
ま
つ
う
ら
・
せ
い
や
）

一
九
九
六
年
、
栃
木
県
下
野
市
生
ま
れ
。
二
〇
一
九
年
三
月
、
東
北
大
学
文
学
部

人
文
社
会
学
科
卒
業
。

大
野　

真
実
（
お
お
の
・
ま
み
）

一
九
九
六
年
、
宮
城
県
生
ま
れ
。
二
〇
二
〇
年
三
月
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
歴
史
科
学
専
攻
（
東
洋
・
日
本
美
術
史
専
攻
）
博
士
課
程
前
期
二
年
修
了
。
同

年
四
月
よ
り
、
福
島
県
須
賀
川
市
文
化
振
興
課
で
学
芸
員
と
し
て
勤
務
。

杉
本　
　

優
（
す
ぎ
も
と
・
ゆ
た
か
）

一
九
六
九
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
九
八
年
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
芸
術
学
（
美
術
史
）
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
二
〇
〇
九
年
四
月
よ
り
十
年
間
、
西

陣
和
装
学
院
（
京
都
市
上
京
区
）
に
て
着
物
講
師
を
つ
と
め
る
。
本
財
団
理
事
。

論
文
に
「
尾
張
名
古
屋
に
お
け
る
書
画
会
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
研
究
』
第

三
十
六
冊　

早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会　

一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
二
月
二
十
五
日
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